
第第第第１１１１報告課題報告課題報告課題報告課題    教科書教科書教科書教科書ＰＰＰＰ６６６６～Ｐ～Ｐ～Ｐ～Ｐ１１１１１１１１    集合集合集合集合    
１１１１．．．．    『１から１０までの偶数』を全て書き並べると           ２ ， ４ ， ６ ， ８ ， １０   となります。 このように、含まれるものがはっきり定まるものの集まりを『『『『集合集合集合集合』』』』といいます。 また、集合に含まれる１つ１つのものを、その集合の『『『『要素要素要素要素』』』』といいます。 集合は、Ａ，Ｂ などの大文字を用いて表し、記号     の中に、要素を書き並べて表す方法と、条件を示して表す方法とあります。     は必ず必要です。書き忘れないように気をつけましょう。 例えば、１から１０までの偶数の集合をＡとすると、   要素を書き並べて表す方法では、   Ａ＝  ２ ， ４ ， ６ ， ８ ， １０   条件を示して表す方法では、      Ａ＝ x  x は１から１０までの偶数     となります。 

２２２２．．．． (1) 約数約数約数約数とは、その数を割り切ることができる数のことである。   例えば、１８の約数を調べてみると・・・・ １１１１    約数約数約数約数であるであるであるである （１は全ての数の約数となります） ２２２２    約数約数約数約数であるであるであるである    ３３３３    約数約数約数約数であるであるであるである    ４ 約数でない（４で１８は割り切れないから） ５ 約数でない（５で１８は割り切れないから） ６６６６    約数約数約数約数であるであるであるである    ７ 約数でない（７で１８は割り切れないから） ８ 約数でない（８で１８は割り切れないから） ９９９９    約数約数約数約数であるであるであるである    ・・・と順番に調べていって・・・ １７ 約数でない（１７で１８は割り切れないから） １８１８１８１８    約数約数約数約数であるであるであるである    だから         集合Ａを要素要素要素要素をををを書書書書きききき並並並並べるべるべるべる方法方法方法方法で表すと、 Ａ＝ １ ， ２ ， ３ ， ６ ， ９ ， １８    となります (2)（３）  Ａ∩Ｂ：『共通部分』⇒集合Ａ，集合Ｂのどちらにも含まれている要素の集合                               例えば                                Ａ＝  ２ ， ４ ， ６ ， ８ ， １０， １２                                Ｂ＝  ３ ， ６ ， ９ ， １２                                    ならば、ＡにもＢにも含まれているのは ６ と １２ だから                             Ａ∩Ｂ＝ ６ ，１２  となる。  Ａ∪Ｂ：『和集合』⇒集合Ａと集合Ｂの要素をすべて集めた集合                                例えば                                 Ａ＝  ２ ， ４ ， ６ ， ８ ， １０， １２                                 Ｂ＝  ３ ， ６ ， ９ ， １２                                    ならば、Ａ，Ｂに含まれている数を全て抜き出し並べて                              Ａ∪Ｂ＝ ２，３，４，６，８，９，１０，１２  となる。 
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 (４) （イ） n（Ａ）とは集合Ａの要素の個数個数個数個数という意味なので、    Ａ＝ ２ ， ４ ， ６ ， ８ ， １０， １２    なら、     の中に要素が６個あるから、  １個   ２個  ３個   ４個   ５個   ６個 

n（Ａ）＝６   です。        Ｂ＝  ３ ， ６ ， ９ ， １２     なら、 n（Ａ）＝４  Ａ∩Ｂ＝ ６ ，１２  なら、 n（Ａ∩Ｂ）＝２    Ａ∪Ｂ＝ ２，３，４，６，８，９，１０，１２   なら、 n（Ａ∪Ｂ）＝８   となります。  
4444．．．． （3） n（φ）とは、集合φの要素の個数は？という意味です。 集合φは要素を１つも含まない集合のこと。つまり、集合φの要素の個数は ００００    個です。 ということは   n（φ）＝？   


